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講演内容

１．室蘭市地域公共交通計画策定までの経緯
２．室蘭市MaaSプロジェクト
３．オープンデータや実証実験データの活用事例
４．スマートシティ：多様なステークスホルダとの連携へ
５．おわりに：データ利活用による協議会のマネジメント機能強化
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１．室蘭市地域公共交通計画策定までの経緯
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ケーススタディ：鉄のマチ室蘭
室蘭市 人口76,623人

北海道の代表的工業都市．室蘭港を中心として１００年以上にわたり製鐵、製鋼、石油
精製、造船等によって培われた高度な技術を有する企業が集積．鉄鋼業を中心に北海道
全体の製造品出荷額の約２割を占める．
人口：1970年 16万人→2024年8万人弱 出典：Tori FES in Muroran 4



全国CMにて放映 You tube 713万回再生 出典：Panasonic

室蘭MaaSプロジェクト「いってきマース」
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2011年：市長公約「コミュニティバスの実現」
コミュニティーバス事業検討委員会座長依頼

2013年：地域コミュニティ交通試験運行
地元から要望があった３地域で実施
しかし利用者は低迷，運休
公共交通が不便な地域であっても、サービスレベルが低すぎて需要を
喚起しない（ 5月～9月毎月２回のみ）．

評価できる点：地域住民と行政が主体として
企画、運行の仕組みを作ったこと
まちづくりと一体となった長期的取り組みの
必要性を指摘

出典：室蘭市

経緯：地域公共交通のリ・デザインに向けて
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その後の「地域コミュニティー交通検討会議」
2014年度，2015年度は活動が停滞
2016年度
• 駅無人化、JR・バスダイヤ改正等の環境変化
• 公約の対象であった一部交通空白地帯の交通弱者対策だけではなく、
市内全体の生活交通確保のための協議会に衣替えするため、一度解散

• 2016年6月室蘭市「地域公共交通検討会議」発足
ワーキンググループの設置（学生・子育て世代・高齢者）

2017年度
• 「地域公共交通網形成計画」策定に向け「室蘭市地域公共交通活性化協議会」設立
学識・交通事業者・行政による専門部会を下部組織として設置
19の事業案を提示

2018年年度
・「立地適正化計画」策定スタート，都市機能誘導区域・居住誘導区域の設定

GISベースの分析による議論が進む

経緯：地域公共交通のリ・デザインに向けて
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2016年室蘭都市圏パーソントリップ調査実施
2019年室蘭都市圏都市交通マスタープラン策定
2019年室蘭市立地適正化計画・公共交通網形成計画策定

2019年都市交通マスタープランに「MaaS・自動運転等新技術導入に関する調査を進める」と明記
網形成計画策定時にバス乗降調査を実施．PTデータ・人口分布データ・都市計画基礎調査データ等が揃う 8



▲ 社人研推計の人口推移 ▲ バス停300m圏域の人口カバー率▲ 室蘭市民の免許保有率

▲ 路線バスの利用者推移

2019年 室蘭市地域公共交通網形成計画策定

75歳を超えると保
有率は5割以下で
移動弱者になる

運転が不安にな
るのは70歳頃か
らとの調査結果 人口の半数は、

バスの利便性が
低いエリアに居住

▲ タクシーの利用者と車両台数推移

直近10年間で都市間は横ばい
だが、市内線は2割以上減少

利用減少に比例し
車両台数も減少

▲ 路線バス運転手の年齢構成

▲ タクシー運転手の年齢構成

現状の平均年齢が50歳台で
20年後を見通せない状況

現状の平均年齢
が65歳台で

5年先の事業継
続が危うい状況

人口減少を踏まえて、持
続可能な交通体系の再
構築が必要な時期

幹線・支線の最適化による公共交通再構築により
誰もが移動に困らない街を実現

将来を見据えた公共交通利用者・交通事業者両方の現況について調査，詳細の再構築の方向性を検討
人口減少・高齢化

バス利用者の減少

タクシー利用者車両の減少

自家用車依存傾向

300m圏外
53.7%

300m圏内
46.3%

幹線・支線の役割分担

運転手の高齢化・担い手不足

出典：室蘭市 9



２．室蘭市MaaSプロジェクト
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経産省北海道産業局補助事業を活用
買い物送迎・病院送迎・学生相乗り実証の３実証実験をスタート 出典：室蘭市

2020年度 令和2年度室蘭MaaSプロジェクト スモールスタート

11



項目 役目 担い手 取組

MaaS中核人材 •行政計画に基づきMaaSを推進する中核的
な人材（行政職員）。

室蘭市（MaaS先行自治体）、登別市・
伊達市・豊浦町・壮瞥町・洞爺湖町

•定住自立圏交通WGを設置し、年1回以上の勉強会を
通じ、本事業のスキームや成果を共有

MaaS関連人材 •中核人材のパートナーとして、MaaSの利用・
周知・サービス連携等で関係する人材

社会福祉協議会、商店街組合、商工会
議所、町会、民生委員

•関連人材の巻き込みがサービス構築・社会実装に重要
であるため、協議会を通じた理解や協力を促進

１．社会実装に向けた関係者の参画体制・・・室蘭市が中心となりステークホルダ間の調整など持続的な体制を構築

• タクシーやバスなどの公共交通が抱える課題解決に向け、モビリティ事業全般の展
開のほか、ごみ収集効率化などの市民生活の向上に資する事業について、連携し
て取り組んでいくことを目的に協定を締結。令和2年4月に、室蘭開発室の拠点を
設置し室蘭から社会課題の解決に取り組んでいる。

室蘭市パナソニックITS包括連携協定
（令和2年2月）

• ICTによる公共交通の再構築を連携して推進することで、
室蘭の交通課題を解決することを目的に協定を締結

• MaaSの導入、特にオンデマンド交通に関して具体的な
検討を令和2年11月から開始

WILLER連携協定
(令和2年11月)

室蘭市

２．人材の育成・・・学生期からの育成手法の開発と、社会実装を加速させる担い手育成の取り組み

②地域MaaSを推進する担い手育成の取り組み

項目 手法 育成の目的 比較検討項目
実践的なビジネス
視点の育成

•学士修士一貫教育プログラムで実施する「相棒型
地域PBL(Project Based Learning)」

ビジネスベースのアイデア創出によるプロジェクト立案、
企業伴走型の地域課題解決手法の学習 •産学官連携による効果的な育成手法、

教育プログラムの妥当性を、各主体へのヒ
アリング調査と学生意見を踏まえ検証創造的な学際的

視点の育成
•大学発のイノベーティブなMaaS提案を行う「MaaS
＋αワークショップ」

独創的なアイデア創出によるプロジェクト立案、他大
学学生との共同による学際的・俯瞰的視点の育成

①産学官連携による次世代の人材育成と手法の確立

2021年度 令和3年度室蘭 MaaSプロジェクト 本格スタート
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▲ 社人研推計の人口推移 ▲ バス停300m圏域の人口カバー率▲ 室蘭市民の免許保有率

▲ 路線バスの利用者推移

75歳を超えると保
有率は5割以下で
移動弱者になる

運転が不安にな
るのは70歳頃か
らとの調査結果 人口の半数は、

バスの利便性が
低いエリアに居住

▲ タクシーの利用者と車両台数推移

直近10年間で都市間は横ばい
だが、市内線は2割以上減少

利用減少に比例し
車両台数も減少

▲ 路線バス運転手の年齢構成

▲ タクシー運転手の年齢構成

現状の平均年齢が50歳台で
20年後を見通せない状況

現状の平均年齢
が65歳台で

5年先の事業継
続が危うい状況

人口減少を踏まえて、持
続可能な交通体系の再
構築が必要な時期

幹線・支線の最適化による公共交通再構築により
誰もが移動に困らない街を実現

公共交通網形成計画策定時に把握された交通課題の解決を目指して３つの実証実験を実施

人口減少・高齢化

バス利用者の減少

タクシー利用者車両の減少

自家用車依存傾向

300m圏外
53.7%

300m圏内
46.3%

幹線・支線の役割分担

運転手の高齢化・担い手不足

出典：室蘭市

オンデマンド×生活機能と
の連携で、移動したくなる
支線サービスの提供

都市間バス×相乗りタクシー
の連携で、利用しやすいシー
ムレスな移動サービスの提供

相乗りタクシー×買い物
の連携で、お得な移動
サービスの提供

並行して、幹線の
路線バスの再編強化

2021年度 令和3年度室蘭 MaaSプロジェクト実証エリア
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実証実験① エリアゾーン型AIオンデマンド交通「ちょい乗り白鳥台」
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実証実験の内容

実証実験① エリアゾーン型AIオンデマンド交通 ～ちょい乗り白鳥台～

【スケジュール】

令和3年
• 10月8日(金) 参加募集・事前登録開始

（事前登録は実証終了まで随時）
• 10月下旬～ 登録いただいた方に利用方法・

 乗降MAPを郵送
• 11月8日(月) 実証開始
• 12月3日(金) 実証終了

【乗降スポット】

TAXI

ハック

出典：室蘭市



実証実験② 都市間バス・相乗りタクシー連携「らくらく相乗りタクシー」
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17

実証実験② 都市間バス・相乗りタクシー連携

実証実験の内容

【利用方法】
① 都市間高速バス車内にて、「スマートフォン」のアプリから、相乗りマッチングを行います。
（乗車停留所、行きたい方面などを入力）

②同じ方面の人がいると相乗りマッチングが成立し、アプリから自動でタクシーが配車されます。

出典：室蘭市



実証実験③ 買い物連携型相乗りタクシー「買い物相乗りタクシー」
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19

実証実験③ 買い物連携型相乗りタクシー

実証実験の内容

【利用方法】
① お買い物前に、ショッピングセンター内に設置する「店頭タブレット」またはご自分の「スマートフォン」のアプリから、相乗り
タクシーの予約をします。（行きたい方面、希望の時間などを入力）

② 同じ方面、時間帯の人がいると、相乗りマッチングが成立するので、アプリでタクシー配車を依頼します。

出典：室蘭市
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出典：室蘭市

実証実験のアンケート結果

室蘭MaaSプロジェクトではアンケートだけではなく、より定量的な評価を行うため
積極的にデータを活用



３．オープンデータや実証実験データの活用事例
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2020年

①オープンデータを用いたバス停圏域人口の将来変化

国立社会保障人口問題研究所100mメッシュ将来人口データ及びGTFS-JPから作成． QGIS使用．
2030年

22

令和３年度室蘭MaaSプロジェクト：データ活用事例

空間的人口減少傾向とバス交通サービスのカバー率の変化を把握



2020年

2045年

バス乗車人数（日）
②マクロ交通シミュレーションを用いた路線別将来バス利用者数の推定

人口減少に伴うバス利用者数の変化

バス停圏域人口から路線別将来バス利用者数を推定
室蘭市地域公共交通活性化協議会に提出

将来的なネットワーク再編の必要性を可視化
新しい取り組みの意義・必要性に関する合意形成を
支援
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令和３年度室蘭MaaSプロジェクト：データ活用事例



路線別バス利用者実測値とシミュレーション値の比較
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②マクロ交通シミュレーションを用いた路線別将来バス利用者数の推定
令和３年度室蘭MaaSプロジェクト：データ活用事例

現況再現性を確認した後，将来人口を用いたシミュレーションを実施
⇒シミュレーションの妥当性の確認/説明責任

公共交通網形成計画策定時調査データを精度検証に再活用
・バス路線別乗降客数調査データ（横軸）
・シミュレーション推計値（縦軸）
使用データとソフトウェア
• 室蘭都市圏PTデータ（バスODデータ）
• 国立社会保障人口問題研究所100mメッシュ将来人口
データ（将来人口・世帯予測ツール）

• GTFS-JP（標準的バス情報フォーマット）
• PTV VISUM（バスネットワーク交通量配分に使用） 平日路線別バス利用者数の比較（人）



リンク別オンデマンド交通トリップ総量

③白鳥台AIオンデマンドタクシー導入シミュレーションの構築

ちょいのり白鳥台乗降スポットを再現したAIオンデマンドタクシー導入
シミュレーションを構築．全需要をカバーする車両台数を推定．

25

実証実験時の走行データを用いてシミュレーションの精度検証を実施
⇒他地域でのAIオンデマンド導入シナリオの検討が容易に

令和３年度室蘭MaaSプロジェクト：データ活用事例

乗車距離の比較
（縦軸：シミュレーション値，横軸：実証実験データ値）
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④白鳥台AIオンデマンドタクシー利用意向調査（価格感度の推定）
令和３年度室蘭MaaSプロジェクト：データ活用事例
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④白鳥台AIオンデマンドタクシー利用意向調査（価格感度の推定）
令和３年度室蘭MaaSプロジェクト：データ活用事例

⇒令和４年度白鳥台有償実証実験の価格設定に活用
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2022年度 令和4年度室蘭 MaaSプロジェクト（白鳥台有償実証）

・短期かつ有料実証のため利用は半分以下となり、登録者数（246人）に対して実利用者数（99人）と少ない結果に
・利用者は半数以上が免許持っておらず、自家用車を運転出来ない方の生活の足として期待ができるサービス
・事業収支を見ると、コールセンター費用圧縮と利用者数増加策が必要
・タクシー会社からの評価：より柔軟かつ長期のサービス展開に期待、ドライバー不足の指摘
・白鳥台エリア限定であり、買い物のための中島方面への移動ニーズには応えきれておらず利便性向上に課題
⇒令和５年度は有償による白鳥台ちょい乗りサービスの本格導入は見送りの判断に

図 料金プランのお得感に対する意識



2023年度 令和5年度いってきマース （全市域対象）
割引による相乗りの促進
市内の店舗と連携
提携店舗への送客時にタクシー割引
クーポンを発行
時間帯によるプライシングを試行

29

買い物飲食連携型タクシーサービス

期待できるデータ
例：
・利用者乗降ポイントデータ
→提携店舗の商圏の拡大効果
（ステークスホルダの連携へ）

・利用者属性データ
→サービス設計への反映

・プライシング時間帯の利用動向
→価格感度

実測データとアンケート調査を併用
して持続可能なサービスのありかた
を検討



2024年 室蘭市地域公共交通計画改定へ(PDからC・Aへ)

バス運転手の年齢構成

タクシー運転手の年齢構成モニタリングの継続とKPIの比較 30



４．スマートシティ：多様なステークスホルダとの連携へ
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出典：内閣府・総務省・経済産業省・国土交通省 スマートシティガイドブック2023.08ver.2.00

スマートシティ：分野を横断したデータプラットフォームを地域で構築できるか？
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出典：環境省，苫小牧市

エネルギー
医療
交通
防災
観光
・
・
・
移動需要とサービス
のマッチング・シェ
アリング・相乗効果

都市のQoL向上
33

例：苫小牧スマートシティ構想



・交通事業者・他分野輸送間のデータ活用の促進に課題
（例：福祉運送、スクールバス、商店街輸送）
- 競合他社の存在/商習慣によりデータが公開されない

 - データ提供のインセンティブ付けがなされていない
・地域のステークスホルダと分析結果の共有を

 - 分析結果の可視化と共有は共創のための「気づき」を誘発
 - コミュニケーションの円滑化・合意形成

今後の課題：地域公共交通協議会を支えるデータバンク・分析プラット
フォームを構築できるか？ 

 - 収集するデータの品質と収集頻度（機械可読性）
 - 実証実験のデータ収集とストック化によるサービス開発
- 地域における情報人材の育成と確保
- 多様なモビリティデータ：都市OSと接続させるAPIの仕様

５．おわりに：データ利活用による協議会のマネジメント機能強化

FIN. 34


	地域交通のリ・デザインに向けたデータの利活用�
	講演内容
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	2016年 室蘭都市圏パーソントリップ調査実施�2019年 室蘭都市圏都市交通マスタープラン策定�2019年 室蘭市立地適正化計画・公共交通網形成計画策定�
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	2020年度　令和2年度室蘭MaaSプロジェクト　スモールスタート
	2021年度　令和3年度室蘭 MaaSプロジェクト　本格スタート
	2021年度　令和3年度室蘭 MaaSプロジェクト実証エリア
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	路線別バス利用者実測値とシミュレーション値の比較
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34



